
(57)【要約】

【課題】駆動ノズルから噴射される高圧作動気体に粉状

体を巻き込んで高速噴射させる固気混合エジェクタにお

いて、上記作動流体の運動エネルギーを上記粉状体の加

速駆動に効率良く利用し、これによりその粉状体を高速

で噴射させることができるようにした固気混合エジェク

タと、この固気混合エジェクタを用いて破砕効率を向上

させたジェットミルを提供する。

【解決手段】高速作動気体を流路の狭窄と拡開による流

速変化を生じさせながら排出口へ導いて噴射放出させる

不等径導流管１１を、吸気側セクションＳ１と排気側セ

クションＳ２の２セクションだけで構成するとともに、

両セクションは、両者が接する境界から吸入口１２およ

び排出口１３までの全長にわたって流路径が漸次増大す

る拡開形状をなすようし、さらに全流路長に対する排気

側セクションＳ２の流路長の割合を８０％以上とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 圧 作 動 気 体 を 噴 射 す る 駆 動 ノ ズ ル の 噴 射 口 前 方 で 吸 入 口 が 開 口 す る と と も に 、 こ の 吸
入 口 に 導 入 さ れ た 高 圧 作 動 気 体 を 流 路 の 狭 窄 と 拡 開 に よ る 流 速 変 化 を 生 じ さ せ な が ら 排 出
口 へ 導 い て 噴 射 放 出 さ せ る 不 等 径 導 流 管 を 有 し 、 上 記 吸 入 口 の 上 流 側 に 導 入 さ れ た 粉 状 体
を 上 記 作 動 気 体 と と も に 上 記 不 等 径 導 流 管 に 導 い て 上 記 排 出 口 か ら 高 速 噴 射 さ せ る よ う に
し た 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ に お い て 、
　 上 記 不 等 径 導 流 管 は 、 上 流 の 吸 入 口 に 向 け て 流 路 径 が 漸 次 拡 大 す る 吸 気 側 セ ク シ ョ ン と
、 こ の 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 下 流 端 に 連 接 す る と と も に 、 そ の 下 流 端 か ら 排 出 口 に 向 け て 流
路 径 が 漸 次 拡 大 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン と が 同 軸 状 に 形 成 さ れ 、
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン と 排 気 側 セ ク シ ョ ン は そ れ ぞ れ 、 両 セ ク シ ョ ン が 接 す る 境 界 か ら 吸 入
口 お よ び 排 出 口 ま で の 全 長 に わ た っ て 流 路 径 が 漸 次 増 大 す る 拡 開 形 状 を な す と と も に 、 全
流 路 長 に 対 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 長 の 割 合 が ８ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固
気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 長 が 前 記 吸 入 口 の 口 径 と 同 寸 ま た は 少 な く と も そ の 口 径 の
０ ． ８ 倍 以 上 ２ 倍 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 入 口 径 が 前 記 境 界 で の 流 路 径 の １ ． ５ 倍 以 上 ３ 倍 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 が 、 流 路 軸 に 直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中 心 を 置 く
円 弧 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ
ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 が 、 流 路 軸 に 直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中 心 を 置 く
円 弧 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ
ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 と 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 が 、 そ れ ぞ れ 流 路 軸 に
直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 す る と と も に 、 排 気 側 セ ク シ
ョ ン の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧 の 曲 率 半 径 が 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 変 化 を 規 定 す
る 円 弧 の 曲 率 半 径 の ２ ５ ～ ５ ０ 倍 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず
れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 吸 入 口 の 断 面 と 、 前 記 排 出 口 の 軸 線 と 直 交 す る 断 面 と が 略 同 径 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 吸 入 口 が 前 記 不 等 径 導 流 管 の 外 径 ま で 拡 開 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
７ の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 円 形 ま た は 環 状 の 粉 砕 室 内 に 高 圧 気 体 を 噴 射 し て 高 速 気 体 旋 回 流 を 形 成 さ せ る と と も に
、 そ の 粉 砕 室 内 に 砕 料 で あ る 粉 状 体 を 高 圧 気 体 と 共 に 噴 射 供 給 す る こ と に よ り 細 粒 化 破 砕
を 行 わ せ る ジ ェ ッ ト ミ ル に お い て 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ
を 用 い て 上 記 粉 状 体 を 上 記 粉 砕 室 内 に 噴 射 供 給 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ジ ェ ッ
ト ミ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 粉 状 体 を 高 圧 気 体 と 共 に 高 速 噴 射 さ せ る の に 使 用 す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ と
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こ の エ ジ ェ ク タ を 用 い た ジ ェ ッ ト ミ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ は 、 駆 動 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た 高 圧 作 動 気 体 に 粉 状 体 を 巻 き 込 ま せ
て 高 速 噴 射 さ せ る の に 使 用 さ れ る 。 た と え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 の ジ ェ ッ ト ミ ル に お い て 、
高 速 ガ ス （ 気 体 ） 旋 回 流 が 形 成 さ れ て い る 破 砕 室 内 に 砕 料 で あ る 粉 状 体 を 高 圧 ガ ス と 共 に
噴 射 供 給 す る の に 使 用 さ れ て い る 。 そ の 他 、 粉 体 と 気 体 を 混 合 状 態 で 高 速 噴 射 す る 場 面 で
使 用 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ は 、 流 路 途 中 に 狭 窄 部 を 有 す る 不 等 径 導 流 管 を 用 い て 構 成 さ れ
る 。 こ の 不 等 径 導 流 管 は 、 高 圧 作 動 気 体 を 噴 射 す る 駆 動 ノ ズ ル の 噴 射 口 前 方 で 吸 入 口 が 開
口 す る と と も に 、 こ の 吸 入 口 に 導 入 さ れ た 高 圧 作 動 気 体 を 流 路 の 狭 窄 と 拡 開 に よ る 流 速 変
化 を 生 じ さ せ な が ら 排 出 口 へ 導 く よ う に 形 成 さ れ 、 上 記 吸 入 口 の 上 流 側 に 導 入 さ れ た 粉 状
体 を 上 記 作 動 気 体 と と も に 上 記 不 等 径 導 流 管 に 導 い て 上 記 排 出 口 か ら 高 速 噴 射 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て い る 従 来 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 構 成 例 を 示 す 。
同 図 に お い て 、 （ ａ ） は 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ ’ と 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ の 組 み 合 せ 状 態 、 （
ｂ ） は そ の エ ジ ェ ク タ １ ０ ’ の 要 部 を な す 不 等 径 導 流 管 １ １ ’ を そ れ ぞ れ 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 従 来 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ は 、 吸 入 口 １ ２ か ら 排 出 口 １ ３ ま で の 間
に 吸 気 側 、 中 間 、 排 気 側 の ３ つ の 導 流 セ ク シ ョ ン Ｚ １ ， Ｚ ２ ， Ｚ ３ が 順 次 設 け ら れ た 不 等
径 導 流 管 １ １ ’ を 用 い て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ １ （ 特 許 文 献 １ の 負 圧 発 生 部 に 相 当 ） は 、 上 流 側 の 吸 入 口 １ ２ に 向
け て 流 路 径 が 漸 次 拡 大 す る 拡 開 形 状 （ ホ ー ン 状 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 吸 気 側 セ ク シ ョ
ン Ｚ １ で は 、 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ か ら 噴 射 さ れ て 吸 入 口 に 導 入 さ れ た 高 速 作 動 気 体 （ ガ ス ） が
口 径 Ｄ １ か ら Ｄ ２ ま で の 流 路 狭 窄 に よ り 加 速 さ れ る 。 こ の 加 速 流 に よ り 発 生 す る 負 圧 に よ
り 、 吸 入 口 １ ２ 側 に 導 入 さ れ た 粉 状 体 を 上 記 作 動 気 体 に 巻 き 込 ん で エ ジ ェ ク タ １ ０ ’ 内 に
導 流 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ １ は 粉 状 体 を 吸 入 す る 負 圧 発 生 部
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ １ の 下 流 端 す な わ ち 流 路 狭 窄 端 に は 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ （ 特 許
文 献 １ の ス ロ ー ト 部 に 相 当 ） が 連 接 し て い る 。 こ の 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ は 、 上 記 吸 気 側 セ
ク シ ョ ン Ｚ １ の 最 小 流 路 径 Ｄ ２ が 所 定 長 さ （ ｈ ） に わ た っ て 続 く 等 径 流 路 部 に よ っ て 形 成
さ れ て い る 。 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ １ に 導 流 さ れ た 作 動 気 体 と 粉 状 体 は 、 こ の 中 間 セ ク シ ョ
ン Ｚ ２ を 通 過 す る 間 に 混 合 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ の 下 流 端 に は 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ ３ が 連 接 し て い る 。 こ の 排 気
側 セ ク シ ョ ン Ｚ ３ は 、 下 流 側 の 排 出 口 １ ３ に 向 け て 流 路 径 が 漸 次 拡 大 す る 拡 開 形 状 （ ホ ー
ン 状 ） に 形 成 さ れ て い る 。 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ に て 混 合 促 進 さ れ た 固 気 混 合 体 は 、 こ の 排
気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ ３ で 減 圧 さ れ な が ら 排 出 口 へ 導 か れ て 噴 射 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ３ ５ ３ １ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 従 来 の 技 術 で は 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ １ の 下 流 端 に 、 そ の 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｚ
１ の 最 小 流 路 径 Ｄ ２ が 等 径 で 連 続 す る 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ が 介 在 さ せ ら れ て い る 。 こ の 中
間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ は 作 動 気 体 と 粉 状 体 の 混 合 促 進 に 寄 与 す る と さ れ て い る 。 し た が っ て 、
良 好 な 固 気 混 合 状 態 を 得 る こ と を 目 的 と す る な ら ば 、 そ の 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ の 介 在 は 有
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効 か も 知 れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 た と え ば ジ ェ ッ ト ミ ル の よ う に 、 砕 料 で あ る 粉 状 体 を 粉 砕 室 内 に で き る だ け 高
速 で 噴 射 さ せ る こ と に 着 目 し た 場 合 、 上 記 中 間 セ ク シ ョ ン Ｚ ２ は 、 狭 窄 さ れ た 最 小 流 路 径
Ｄ ２ が 連 続 す る こ と に よ り 、 粉 状 体 の 搬 送 キ ャ リ ア で あ る 作 動 流 体 （ 作 動 気 体 ） を 減 速 さ
せ る 流 路 抵 抗 を 増 大 さ せ 、 そ の 作 動 流 体 に よ っ て 搬 送 さ れ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 低 下 さ せ
る 原 因 に な る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ま り 、 上 述 し た 従 来 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ ’ は 、 固 気 の 混 合 状 態 を 高 め る こ と を
主 目 的 と す る 用 途 に は 適 し て い る が 、 作 動 気 体 に よ り 搬 送 さ れ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 高 め
る こ と を 主 目 的 と す る 用 途 で は 、 そ の 作 動 気 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー が 上 記 粉 状 体 の 加 速 に 効
率 良 く 利 用 さ れ な い 、 と い う 問 題 の あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う な 技 術 背 景 を 鑑 み た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 駆 動 ノ ズ ル か ら 噴
射 さ れ る 高 圧 作 動 気 体 に 粉 状 体 を 巻 き 込 ん で 高 速 噴 射 さ せ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ に お い て
、 上 記 作 動 流 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー を 上 記 粉 状 体 の 加 速 駆 動 に 効 率 良 く 利 用 し 、 こ れ に よ り
そ の 粉 状 体 を 高 速 で 噴 射 さ せ る こ と が で き る よ う に し た 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ を 提 供 す る こ
と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 砕 料 で あ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 高 め る こ と に よ り 破 砕 効 率 を
向 上 さ せ た ジ ェ ッ ト ミ ル を 提 供 す る こ と も 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ に お け る 解 決 手 段 と し て 、 次 の （ １ ） の 手 段 を 提 供 す る 。
　 （ １ ） 高 圧 作 動 気 体 を 噴 射 す る 駆 動 ノ ズ ル の 噴 射 口 前 方 で 吸 入 口 が 開 口 す る と と も に 、
こ の 吸 入 口 に 導 入 さ れ た 高 圧 作 動 気 体 を 流 路 の 狭 窄 と 拡 開 に よ る 流 速 変 化 を 生 じ さ せ な が
ら 排 出 口 へ 導 い て 噴 射 放 出 さ せ る 不 等 径 導 流 管 を 有 し 、 上 記 吸 入 口 の 上 流 側 に 導 入 さ れ た
粉 状 体 を 上 記 作 動 気 体 と と も に 上 記 不 等 径 導 流 管 に 導 い て 上 記 排 出 口 か ら 高 速 噴 射 さ せ る
よ う に し た 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ に お い て 、
　 上 記 不 等 径 導 流 管 は 、 上 流 の 吸 入 口 に 向 け て 流 路 径 が 漸 次 拡 大 す る 吸 気 側 セ ク シ ョ ン と
、 こ の 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 下 流 端 に 連 接 す る と と も に 、 そ の 下 流 端 か ら 排 出 口 に 向 け て 流
路 径 が 漸 次 拡 大 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン と が 同 軸 状 に 形 成 さ れ 、
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン と 排 気 側 セ ク シ ョ ン は そ れ ぞ れ 、 両 セ ク シ ョ ン が 接 す る 境 界 か ら 吸 入
口 お よ び 排 出 口 ま で の 全 長 に わ た っ て 流 路 径 が 漸 次 増 大 す る 拡 開 形 状 を な す と と も に 、 全
流 路 長 に 対 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 長 の 割 合 が ８ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固
気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 手 段 （ １ ） に お い て は 、 さ ら に 次 の よ う な 手 段 を 備 え る こ と が 好 適 ま た は 望 ま し い
。
　 （ ２ ） 上 記 （ １ ） の 手 段 に お い て 、 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 長 が 前 記 吸 入 口 の 口 径
と 同 寸 ま た は 少 な く と も そ の 口 径 の ０ ． ８ 倍 以 上 ２ 倍 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 気 混
合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ３ ） 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） の 手 段 に お い て 、 前 記 吸 入 口 径 が 前 記 境 界 で の 流 路 径 の
１ ． ５ 倍 以 上 ３ 倍 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ４ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径
が 、 流 路 軸 に 直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を
特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ５ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径
が 、 流 路 軸 に 直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を
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特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ６ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径
と 前 記 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 が 、 そ れ ぞ れ 流 路 軸 に 直 交 し て 前 記 境 界 を 通 る 線 上 に 中
心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 す る と と も に 、 排 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧
の 曲 率 半 径 が 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧 の 曲 率 半 径 の ２ ５ ～ ５ ０ 倍
に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ７ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 吸 入 口 の 断 面 と 、 前 記 排 出
口 の 軸 線 と 直 交 す る 断 面 と が 略 同 径 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ８ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 吸 入 口 が 前 記 不 等 径 導 流 管
の 外 径 ま で 拡 開 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 ジ ェ ッ ト ミ ル に お け る 解 決 手 段 す る と し て 、 次 の （ ９ ） の 手 段 を 提 供
す る
　 （ ９ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 円 形 ま た は 環 状 の 粉 砕 室 内 に 高
圧 気 体 を 噴 射 し て 高 速 気 体 旋 回 流 を 形 成 さ せ る と と も に 、 そ の 粉 砕 室 内 に 砕 料 で あ る 粉 状
体 を 高 圧 気 体 と 共 に 噴 射 供 給 す る こ と に よ り 細 粒 化 破 砕 を 行 わ せ る ジ ェ ッ ト ミ ル に お い て
、 上 記 （ １ ） ～ （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ を 用 い て 上 記 粉 状 体 を 上 記
粉 砕 室 内 に 噴 射 供 給 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ジ ェ ッ ト ミ ル 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 駆 動 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 高 圧 作 動 気 体 に 粉 状 体 を 巻 き 込 ん で 高 速 噴 射 さ せ る 固 気 混 合
エ ジ ェ ク タ に お い て 、 上 記 作 動 流 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー を 上 記 粉 状 体 の 加 速 駆 動 に 効 率 良 く
利 用 し 、 こ れ に よ り そ の 粉 状 体 を 高 速 で 噴 射 さ せ る こ と が で き る よ う に し た 固 気 混 合 エ ジ
ェ ク タ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 砕 料 で あ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 高 め る こ と に よ り
破 砕 効 率 を 向 上 さ せ た ジ ェ ッ ト ミ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 一 実 施 形 態 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 （ ａ ） は
固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ と 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ の 組 み 合 せ 状 態 、 （ ｂ ） は そ の エ ジ ェ ク タ １ ０
の 要 部 を な す 不 等 径 導 流 管 １ １ を そ れ ぞ れ 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 図 に 示 す 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ は 固 体 で あ る 粉 状 体 を 作 動 期 待 と と も に 高 速 噴 射 さ
せ る も の で あ っ て 、 吸 入 口 １ ２ と 排 出 口 １ ３ の 間 に 流 路 狭 窄 部 を 有 す る 不 等 径 導 流 管 １ １
を 用 い て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 不 等 径 導 流 管 １ １ は 、 円 形 断 面 の 流 路 が 同 軸 方 向 に 直 線 貫
通 す る と と も に 、 そ の 軸 線 を 中 心 に 狭 窄 お よ び 拡 開 す る 不 等 径 流 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 不 等 径 導 流 管 １ １ は 、 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 高 圧 作 動 気 体 を 噴 射 す る 駆 動 ノ ズ ル ２
０ の 噴 射 口 前 方 に て 吸 入 口 １ ２ が 開 口 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 。 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ と 不 等
径 導 流 管 １ １ は 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ の 噴 射 口 と 不 等 径 導 流 管 １ １
の 間 す な わ ち 上 記 吸 入 口 １ ２ の 上 流 側 に は 、 粉 状 体 の 供 給 空 間 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ か ら 吸 入 口 １ ２ に 導 入 さ れ た 高 圧 作 動 気 体 は 、 流 路 の 狭 窄 と 拡 開 に よ る
流 速 変 化 を 生 じ な が ら 排 出 口 １ ３ へ 導 流 さ れ て 噴 射 放 出 さ れ る 。 こ れ に と も な い 、 上 記 吸
入 口 １ ２ の 上 流 側 に 導 入 さ れ た 粉 状 体 は 、 上 記 作 動 気 体 と と も に 上 記 不 等 径 導 流 管 １ １ に
導 か れ て 上 記 排 出 口 １ ３ か ら 高 速 噴 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 不 等 径 導 流 管 １ １ に は 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 流 の 吸 入 口 １ ２ に 向 け て 流 路 径 が
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漸 次 拡 大 す る 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ と 、 こ の 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 下 流 端 に 連 接 す る と
と も に 、 そ の 下 流 端 か ら 排 出 口 １ ３ に 向 け て 流 路 径 が 漸 次 拡 大 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２
と が 同 軸 状 に 形 成 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 排 出 口 １ ３ が 斜 め に 開 い て い る が 、 軸
線 に 直 交 す る 断 面 で は 吸 入 口 １ ２ と 略 等 径 （ Ｄ １ ≒ Ｄ ３ ） に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ と 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ は そ れ ぞ れ 、 両 セ ク シ ョ ン Ｓ １ ， Ｓ ２ が
接 す る 境 界 か ら 吸 入 口 １ ２ お よ び 排 出 口 １ ３ ま で の 全 長 に わ た っ て 流 路 径 が 漸 次 増 大 す る
拡 開 形 状 を な す と と も に 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 長 （ ｈ ） に 対 し て 排 気 側 セ ク シ ョ
ン Ｓ ２ の 流 路 長 ｊ が 十 分 に 長 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 全 流 路 長 （ ｈ ＋
ｊ ） に 対 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路 長 （ ｊ ） の 割 合 が ８ ０ ％ 以 上 （ ｊ ／ （ ｈ ＋ ｊ ）
≧ ０ ． ８ ） と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 長 （ ｈ ） が 上 記 吸 入 口 の 口
径 Ｄ １ と 略 同 寸 に 形 成 さ れ て い る 。 上 記 吸 入 口 径 Ｄ １ は 上 記 境 界 で の 流 路 径 （ Ｄ ２ ） の 約
２ 倍 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 径 は 、 流 路 軸 に 直 交 し て 上 記 境 界 を 通 る 線 Ｌ １ ２ 上 に 中 心
を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路
径 は 、 上 記 流 路 軸 に 直 交 し て 上 記 境 界 を 通 る 線 Ｌ １ ２ 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 す
る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 つ ま り 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 径 と 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路 径 は 共 に 流 路 軸
に 直 交 し て 上 記 境 界 を 通 る 線 Ｌ １ ２ 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 す る よ う に 形 成 さ れ
、 こ れ に よ り 、 前 者 は 上 記 吸 入 口 １ ２ か ら 上 記 境 界 に 向 か っ て 狭 窄 す る 流 路 を 形 成 し 、 後
者 は 上 記 境 界 か ら 上 記 排 出 口 １ ３ へ 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る ホ ー ン 状 の 流 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧 の 曲 率 半 径 Ｒ ２ は 、 ホ ー ン 状 の 拡 開
形 状 が 実 効 的 に 形 成 さ れ る 範 囲 に お い て 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る
円 弧 の 曲 率 半 径 Ｒ １ よ り も 十 分 に 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 は 、 Ｒ ２ ／ Ｒ １ ＝ ２ ５ ～
５ ０ 倍 の 範 囲 が 適 当 で あ る 。 ま た 、 上 記 吸 入 口 １ ２ と 上 記 排 出 口 １ ３ は 略 同 径 に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ で は 、 ま ず 、 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ か ら 噴 射 さ れ
た 高 速 作 動 気 体 （ ガ ス ） が 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 狭 窄 に よ り 加 速 さ れ る が 、 こ の 加
速 流 に よ り 発 生 す る 負 圧 に よ り 、 吸 入 口 １ ２ 側 に 導 入 さ れ た 粉 状 体 が 上 記 作 動 気 体 に 巻 き
込 ま れ る 形 で 不 等 径 導 流 管 １ １ 内 を 導 流 さ せ ら れ る 、 そ し て 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流
路 狭 窄 部 を 作 動 気 体 と と も に 加 速 さ れ な が ら 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ に て 加 速 さ れ た 固 気 混 合 気 体 は 、 こ の 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 下
流 端 に 連 接 す る 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ に 導 流 さ れ 、 こ こ で 漸 次 減 圧 さ れ な が ら 排 出 口 へ 導
か れ て 噴 射 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 注 目 す べ き は 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 狭 窄 部 に て 加 速 さ れ た 作 動 気 体 と 粉
状 体 の 混 合 体 は 、 縮 径 流 路 が 連 続 す る 中 間 セ ク シ ョ ン を 通 過 す る こ と な く 、 排 気 側 セ ク シ
ョ ン Ｓ ２ へ 導 か れ て 噴 射 放 出 さ れ る こ と で あ り 、 こ れ に よ り 、 混 合 気 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー
を 減 じ る 流 路 抵 抗 を 大 幅 に 少 な く し て 粉 状 体 の 高 速 噴 射 を 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 場 合 、 中 間 セ ク シ ョ ン （ ス ロ ー ト 部 ） が 介 在 し な い こ と に よ り 、 作 動 気 体 と 粉 状 体
の 混 合 率 低 下 が 懸 念 さ れ る が 、 中 間 セ ク シ ョ ン の 長 さ 部 分 を 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 長 さ
に 置 き 換 え た こ と に よ り 、 つ ま り 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 長 さ （ ｊ ） を 中 間 セ ク シ ョ ン の
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分 だ け 長 く し た こ と に よ り 、 そ の 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ に お い て 固 気 混 合 が 相 当 程 度 に 促
進 さ れ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ で は 、 中 間 セ ク シ ョ ン を 介 在 さ
せ ず 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ と 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ だ け の ２ セ ク シ ョ ン 構 成 と す る こ と
に よ り 、 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ か ら 噴 射 さ れ る 高 圧 作 動 気 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー を 粉 状 体 の 加 速 駆
動 に 効 率 良 く 作 用 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り そ の 粉 状 体 を 高 速 で 噴 射 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ で は 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 長 ｈ が 吸 入 口
の 口 径 Ｄ １ と 同 寸 ま た は 少 な く と も そ の 口 径 Ｄ １ の ０ ． ８ 倍 以 上 ２ 倍 未 満 で あ る こ と が 好
ま し い 。 ０ ． ８ 倍 未 満 で は 作 動 気 体 と 吸 入 口 １ ２ 内 壁 面 間 に 作 用 す る 抵 抗 が 増 大 し 、 ２ 倍
以 上 で は 粉 状 体 を 作 動 気 体 に 巻 き 込 ん で 加 速 す る 際 の 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 吸 入 口 径 Ｄ １ と 上 記 境 界 で の 流 路 径 の 比 （ Ｄ １ ／ Ｄ ２ ） は 、 １ ． ５ 倍 以 上 ３ 倍 以
下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 １ ． ５ 倍 未 満 で は 流 路 狭 窄 が 不 充 分 な こ と に よ り 負 圧 発 生 効 率
が 低 下 す る 一 方 、 ３ 倍 を 超 え る と 狭 窄 部 で の 流 路 が 狭 く な り 過 ぎ て 流 路 抵 抗 が 増 大 が す る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 径 は 、 前 述 し た よ う に 、 流 路 軸 に 直 交 し て 上 記 境 界 を 通 る
線 Ｌ １ ２ 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変 化 さ せ て い る が 、 こ れ に よ り 、 流 路 狭 窄 に よ る 作
動 気 体 の 加 速 を 円 滑 に す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路 径 も 、 前
述 し た よ う に 、 流 路 軸 に 直 交 し て 上 記 境 界 を 通 る 線 Ｌ １ ２ 上 に 中 心 を 置 く 円 弧 に 沿 っ て 変
化 さ せ て い る が 、 こ れ は 、 吸 気 側 Ｓ １ セ ク シ ョ ン に て 加 速 さ れ た 固 気 混 合 体 を そ の 運 動 エ
ネ ル ギ ー を 保 ち つ つ 緩 や か に 減 圧 し て 高 速 噴 射 さ せ る の に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 様 の 理 由 に よ り 、 排 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ ２ の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧 の 曲 率 半 径 Ｒ ２
は 、 吸 気 側 セ ク シ ョ ン Ｓ １ の 流 路 径 変 化 を 規 定 す る 円 弧 の 曲 率 半 径 Ｒ １ の ２ ５ ～ ５ ０ 倍 の
範 囲 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 （ ａ
） は 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ と 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ の 組 み 合 せ 状 態 、 （ ｂ ） は そ の エ ジ ェ ク タ
１ ０ の 要 部 を な す 不 等 径 導 流 管 １ １ を そ れ ぞ れ 断 面 図 で 示 す 。
　 図 １ に 示 し た 実 施 形 態 と の 相 違 点 に 着 目 す る と 、 図 ２ に 示 す 実 施 例 体 で は 、 吸 気 口 １ ２
の 開 口 が 導 流 管 １ １ の 外 径 Ｄ ４ ま で 拡 開 し て い る （ Ｄ １ ≒ Ｄ ４ ） 。 つ ま り 、 導 流 管 １ １ の
縁 端 面 が エ ッ ジ 状 に な っ て い る が 、 こ れ に よ り 、 粉 状 体 の 吸 入 効 率 を 高 め る こ と が で き る
。 　
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ を 用 い た ジ ェ ッ ト ミ ル ３ ０ の 要 部 断 面 を 示 す
。 図 ４ は 、 図 ３ の Ａ － Ａ 部 分 断 面 を 省 略 し て 示 す 。 な お 、 図 １ ， ２ と 共 通 す る 部 分 に つ い
て は 共 通 符 号 で 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す ジ ェ ッ ト ミ ル ３ ０ は 、 円 形 ま た は 環 状 の 粉 砕 室 ３ ２ 内 に 高 圧 ガ ス
を 噴 射 し て 高 速 ガ ス 旋 回 流 を 形 成 さ せ る と と も に 、 そ の 粉 砕 室 ３ ２ 内 に 砕 料 で あ る 粉 状 体
を 高 圧 ガ ス と 共 に 噴 射 供 給 す る こ と に よ り 細 粒 化 破 砕 を 行 わ せ る も の で あ っ て 、 上 記 粉 状
体 を 上 記 粉 砕 室 ３ ２ 内 に 噴 射 供 給 さ せ る 部 分 に 上 述 し た 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ を 使 用 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 同 図 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 旋 回 粉 砕 室 ３ ２ は 円 盤 状 ま た は 環 状 空 間 部 に よ
り 形 成 さ れ て い る 。 こ の 旋 回 粉 砕 室 ３ ２ の 内 周 壁 に 沿 っ て ７ 個 の 粉 砕 ノ ズ ル ３ ３ と １ つ の
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固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ が 等 角 間 隔 で 配 設 さ れ て い る 。 各 粉 砕 ノ ズ ル ３ ３ お よ び 固 気 混 合
エ ジ ェ ク タ １ ０ そ れ ぞ れ 同 一 回 転 方 向 に 向 け て 気 体 の 高 速 噴 射 を 行 う よ う に 配 設 さ れ て い
る 。 各 粉 砕 ノ ズ ル ３ ３ お よ び 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ １ ０ の 駆 動 ノ ズ ル ２ ０ に は そ れ ぞ れ 、 高
圧 作 動 気 体 （ ガ ス ） 供 給 装 置 ４ ０ か ら 高 圧 作 動 気 体 （ ガ ス ） が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 旋 回 粉 砕 室 ３ ２ の 底 部 中 央 に は 略 円 錐 状 の セ ン タ ー 凸 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の セ
ン タ ー 凸 部 ３ ５ の 上 方 に 筒 状 の 微 粉 体 排 出 口 ３ ６ が 同 軸 状 に 立 設 さ れ て い る 。 砕 料 は 、 砕
料 供 給 部 ３ ７ か ら 供 給 空 間 部 ２ ２ に 導 入 さ れ て エ ジ ェ ク タ １ ０ に よ り 旋 回 粉 砕 室 ３ ２ 内 に
高 速 噴 射 さ れ る 。 粉 砕 室 ３ ２ 内 に 噴 射 さ れ た 砕 料 は 、 粉 砕 ノ ズ ル ３ ３ と １ つ の 固 気 混 合 エ
ジ ェ ク タ １ ０ の 噴 射 に よ り 形 成 さ れ る 高 速 旋 回 流 に よ る 粒 子 間 衝 突 に よ り 破 砕 さ れ て 微 粉
化 さ れ る 。 こ の 微 粉 化 さ れ た 粉 体 （ 微 粉 体 ） は セ ン タ ー 凸 部 ３ ５ 上 の 微 粉 体 排 出 口 ３ ６ に
導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 の ジ ェ ッ ト ミ ル は 、 本 発 明 の 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ を 用 い た こ と に よ り 、 砕
料 で あ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 高 め る こ と が で き 、 こ れ に よ り 破 砕 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 代 表 的 な 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 述 し た 以 外 に も
種 々 の 態 様 が 可 能 で あ る 。 た と え ば 、 本 発 明 は 、 粉 状 体 を 高 速 で 噴 射 す る 用 途 に お い て ジ
ェ ッ ト ミ ル 以 外 に も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 駆 動 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 高 圧 作 動 気 体 に 粉 状 体 を 巻 き 込 ん で 高 速 噴 射 さ せ る 固 気 混 合
エ ジ ェ ク タ に お い て 、 上 記 作 動 流 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー を 上 記 粉 状 体 の 加 速 駆 動 に 効 率 良 く
利 用 し 、 こ れ に よ り そ の 粉 状 体 を 高 速 で 噴 射 さ せ る こ と が で き る よ う に し た 固 気 混 合 エ ジ
ェ ク タ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 砕 料 で あ る 粉 状 体 の 噴 射 速 度 を 高 め る こ と に よ り
破 砕 効 率 を 向 上 さ せ た ジ ェ ッ ト ミ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 一 実 施 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ を 用 い た ジ ェ ッ ト ミ ル の 要 部 を 示 す 省 略 断 面 で
あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 矢 視 部 分 を 示 す 省 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 本 発 明 に よ る 固 気 混 合 エ ジ ェ ク タ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ０ 　 エ ジ ェ ク タ
　 １ １ 　 不 等 径 導 流 管
　 １ ２ 　 吸 入 口
　 １ ３ 　 排 出 口
　 Ｓ １ 　 吸 気 側 セ ク シ ョ ン
　 Ｓ ２ 　 排 気 側 セ ク シ ョ ン
　 ２ ０ 　 駆 動 ノ ズ ル
　 ２ ２ 　 粉 状 体 の 供 給 空 間 部
　 ３ ０ 　 ジ ェ ッ ト ミ ル
　 ３ ２ 　 旋 回 粉 砕 室
　 ３ ３ 　 粉 砕 ノ ズ ル
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　 ３ ５ 　 セ ン タ ー 凸 部
　 ３ ６ 　 微 粉 体 排 出 口
　 ３ ７ 　 砕 料 供 給 部
　 ４ ０ 　 高 圧 作 動 気 体 （ ガ ス ） 供 給 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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